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イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ヤフオフ会展示会 5（水）～11（火） 無　料 エノハゴギ会
093-953-7374

第40回北九州柳史会俳画展 12（水）～18（火）
※10：00～18：00 無　料 北九州柳史会

093-561-1500
Ｒ・ボタニカルアート合同植物画展
―足元に咲く草花たち― 19（水）～25（火） 無　料 九州足元に咲く草花植物画会

093-282-5015

第11回硯美会書展 3/26（水）～4/1（火） 無　料 硯美会
093-653-1380

■北九州芸術劇場改修工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成26年度中に大規模な改修工事を予定しております。（予定工事期間： 平成26年12月1日から平成27年1月31日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEＬ093-562-8436〉

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

笑顔のおてつだいバリアフリーコンサート
アコム“みる”コンサート物語「セロ弾きのゴーシュ」 2（日） 14:00 無　料 笑顔のおてつだい事務局

0120-7878-07

北九州市立守恒中学校吹奏楽部 第17回スプリングコンサート 16（日） 15:00 無　料 北九州市立守恒中学校
093-961-6051

北九州市立緑丘中学校吹奏楽部 第14回定期演奏会 21（金・祝） 17:00 無　料 北九州市立緑丘中学校
093-381-4838（柏原）

福岡教育大学附属小倉中学校吹奏楽部　第19回定期演奏会 22（土） 17:00 無　料 福岡教育大学附属小倉中学校
093-541-8621

北九州市立思永中学校 第16回スプリングコンサート 23（日） 15:00 無　料 北九州市立思永中学校吹奏楽部顧問
093-561-0535

北九州市立志徳中学校吹奏楽部　第13回定期演奏会
～スマイルコンサート～ 25（火） 18:00 無　料 北九州市立志徳中学校

093-962-2481（大畠）

北九州市立霧丘中学校吹奏楽部　第26回定期演奏会 26（水） 18:00 無　料 北九州市立霧丘中学校
093-931-6558

第16回北九州市立沼中学校吹奏楽部　定期演奏会 27（木） 18:00 無　料 北九州市立沼中学校
093-472-0784（教頭：加来）

北九州市ジュニアオーケストラ
第17回チャリティースプリングコンサート 30（日） 15:00

無　料（要整理券）
※小さなお子様も座席使用の
　場合要整理券。（膝上鑑賞不要）

北九州市ジュニアオーケストラ事務局
093-583-5282

中劇場

Boogie Woogie Vol.8 2（日） 14:00 ￥2,500
（当日￥500増）

ダンススクールNuts
093-571-6652

千勝会40周年記念　長唄千勝会公演 9（日） 11:00 ¥3,000 長唄　千勝会
093-883-3818

北九州市民劇場3月例会　東演「ハムレット」

15（土） 18:30

会　費
※市民劇場会員でない方は
お問合わせ下さい。 　

北九州市民劇場
093-541-0075

16（日） 13:30
17（月） 12:00

18（火）
13:30
18:30

19（水） 13:30
20（木） 13:30
21（金・祝） 13:30
22（土） 13:30

小劇場

ＭＯＮＯ第41回公演「のぞき穴、哀愁」
コミカルでテンポのよい会話劇が人気の劇団ＭＯＮＯの新作公演。

1（土）
14:00 一般　　　 ￥3,500

学生（要学生証提示） ￥3,000
（当日各￥300増）

北九州芸術劇場
093-562-265518:00

2（日） 14:00

Malikaベリーダンススクール発表会 9（日） 18：00 ￥2,000
（当日￥500増）

Malikaベリーダンス
スクールフルーム
080-7015-5684

劇トツ×20分
九州各地から集まった５劇団による短編作品バトル。

16（日） 14:00 ¥1,500 北九州芸術劇場
093-562-2655

音楽の広場PAM　第102回コンサート 23（日） 14:00 ¥1,000 音楽の広場PAM
093-282-5042

「クラシック音楽に親しむ」発表会 26（水） 14:00 無　料 「クラシック音楽に親しむ」発表会
093-612-7547（小島）

北九州芸術劇場10th anniversary
「10才の子どもたち」～パフォーマンスキッズ・キタキュー～発表会
10才の子どもたちの“自分史”を、お芝居・歌・ダンスで表現！

30（日） 15:00 無　料
※要事前申込

北九州芸術劇場
093-562-2620
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3 March

なし

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ 1（土） 18:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300　小人 ￥150

B&A門司港
093-321-4151

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

合戦図屏風－源平合戦から武蔵の時代まで
壇ノ浦合戦を描いた屏風や、関門に縁の深い宮本武蔵の水墨画などを展示。

2/7（金）～3/30（日）
　　　 一般 ￥600
高校・大学生 ￥400
中学生以下無料（保護者同伴）

出光美術館（門司）
093-332-0251

（入館は閉館30分前まで）

年５回

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 2（日）
11:00

無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）
093-331-670013:00

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホール

門司市民会館まつり　舞の祭典
邦舞発表会

9（日） 12:00 ¥1,000
（当前共通）

門司市民会館
093-321-2907

平成25年度 第63回 門司区文化祭
創作舞踊発表会（四季のグループ）

16（日） 14:00 無　料 門司文化団体連合会

瓜生歌謡教室発表会　カラオケ発表会 23（日） 9:45 無　料 瓜生歌謡教室

門司中学校吹奏楽部　第13回　定期演奏会
吹奏楽の演奏

30（日） 14:00 無　料 門司中学校
093-321-3685

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第37回 北九州市レディースコーラスフェスティバル
北九州市内及び近郊レディースコーラス団体

2（日） 10:00 無　料
（公財）北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093-562-3611

響ホール20周年記念事業 響ホール ワンコイン･ロビーコンサート･シリーズ
第5回 らっぱ倶楽部「ビバ!ブラス!」
松川久美子（クラリネット） 安部志穂里（トランペット）

12（水）
12:10

※ホワイエ　
にて開催

一般　￥500
※前売りは問合せ先へ
※立見の可能性あり　

らっぱ倶楽部
090-1925-3967（河辺）

西南女学院高校音楽部 第32回定期演奏会
完戸真人（指揮） 吉冨淳子（ピアノ）
宗教合唱曲集 ミュージカル『不思議の国のアリス』

26（水） 18:00 無　料
※要整理券

西南女学院高校事務室
093-583-5800

アンサンブルコンサート
ヴァイオリンスクールの在籍生全員と卒業生
ヴィヴァルディコンチェルト　ほか

28（金） 18:00 無　料
※全席自由

篠崎ヴァイオリンスクール
093-921-0459（吉田）

ピアノ発表会
ピアノ教室の生徒

30（日） 13:00 無　料
※全席自由

石井ピアノ教室
090-1169-8620（石井）

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

マンスリージャズ 9（日） 14:00 無　料

旧大連航路上屋
093-322-5020マンスリーシアター 23（日） 14:00 無　料

松永文庫企画展
「郷土コレクターシリーズPART1～故・平嶋雄三郎コレクション～」

1/11（土）～4/4（金） 無　料

●アクセス／JR：「門司港駅」徒歩5分
●住所／門司区西海岸1-3-５　●電話／093-322-5020　●開館時間／9:00～17:00旧大連航路上屋

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

北九州市消防音楽隊　第40回定期演奏会 1（土） 16:00 応募による抽選
（H25.12.31締切）

北九州市消防音楽隊
093-583-3466

TAEKOコンサート 2（日） 15:00 A席 ￥4,800
B席 ￥4,300

MIN-ON北九州
093-884-1833

三遊亭歌之介独演会 7（金） 18:30 S席 ￥3,500
A席 ￥3,000

㈱鈴木企画
092-285-4864

平成25年度　合唱組曲「北九州」演奏会
指揮：増井 信貴　管弦楽：九州交響楽団　ほか

9（日） 15:00
一般 ￥2,000
学生 ￥1,000
（当日各￥500増）

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093-562-3611
はいだしょうこwithいとうまゆファミリーコンサート
NHKおかあさんといっしょで人気を集めた楽しいステージです！

16（日）
11:00 全席指定 ￥2,500

※1歳以上有料
北九州ソレイユホール
093-592-540513:30
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3 March

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

メイン
ホール
イベント
ホール

第13回全国女性俳句大会in北九州
杉田久女、橋本多佳子らを顕彰する俳句大会。講演は高野ムツオ氏。

2（日） 13:00 無　料
※投句料　2句1組/￥1,000

（公財）西日本産業貿易
コンベンション協会
093-551-4111

第22回北九州将棋フェスティバル
指導対局・女流早指し対局・トークショー＆ペアバトル・記念対局

16（日） 9:30 無　料 （公財）西日本産業貿易
コンベンション協会
093-541-5931イベント

ホール
第22回北九州将棋フェスティバル　こども将棋教室
親子将棋入門・中級・上級の３コース開催。

15（土） 13:30 無　料

●アクセス／JR：「小倉駅」徒歩10分　バス：「浅野2丁目」徒歩1分　●休館日／年末年始
●住所／小倉北区浅野3-9-30　●電話／093-541-5931　●開館時間／9：00～22：00（予約状況により変動）北九州国際会議場

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

児童劇場 第108回　ファミリー人形劇場
家族で楽しめる人形劇　出演：まざあぐうす・人形劇サークル きさらぎ

9（日） 14:00 無　料 こども文化会館
093-592-4152

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企画展示室 平野遼の余技展　―画家の茶室―
北九州ゆかりの画家・平野遼が描いた屏風や掛軸など約80点展示。

～4/13（日） 9:00
小倉城庭園入館料
一般 ￥300

中高生 ￥150　小学生 ￥100
北九州市立小倉城庭園
093-582-2747書院棟 百人一首かるた大会

三人一組のチームによる百人一首かるた大会です。
16（日） 9:00～

　14:00
大人 ￥500
小人 ￥300

（呈茶付・入館料込）

和室・書院棟 花見茶会
花見の季節に行う恒例の春のお茶会です。

23（日） 9:00～
　14:00

¥1,500
（薄茶二席・入館料込）

まで9：00～17：00（11月～３月は17：00まで 4～10月は18：00まで）

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子ども映画会
ミッキーマウス「ミッキーの山登り」ほか、ちびねこチョビ

9（日） 14:00 無　料
（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093-561-3131

週末映画会　洋画「お気に召すまま」（イギリス） 15（土） 14:00 無　料
（先着50名）

クラシック・レコード・コンサート
メンデルスゾーン作曲　交響曲第４番「イタリア」ほか。楽曲解説あり。

16（日） 14:00 無　料
（先着50名）

週末映画会　邦画「ブタがいた教室」 22（土） 14:00 無　料
（先着50名）

9：30～18：00
月曜日（祝日の場合は翌日休館）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホール
第12回FreeThrowエアロビッククラブ公演ライブ
キッズエアロビックの発表会

22（土） 13:30 ¥300 フリースローエアロビッククラブ
093-581-0887（野口）

小倉高等学校OB吹奏楽団 スプリングコンサート 30（日） 15:00 無　料 小倉高校吹奏楽部OB吹奏楽団
080-3972-8247（久保）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

バレエ・マンガ～永遠なる美しさ～
少女漫画の一大ジャンルであるバレエ漫画の源流から現在まで

～4/6（日）
一般 ￥400

中高生 ￥200　小学生 ￥100
小学生未満無料

北九州市漫画ミュージアム
093-512-5077

祝
（ ）

休館

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

宝塚歌劇雪組 北九州公演
ベルサイユのばら　～オスカルとアンドレ編～

21（金・祝） 14:00 　　S席 ￥7,000※完売
　　A席 ￥6,000

西日本イベントプロモーション
092-716-846818:00

第25回西日本医科学生オーケストラフェスティバル 22（土） 18:00 全席自由 ￥500
西日本医科学生オーケストラ
フェスティバル実行委員長
090-9827-7458（蜂須賀）

福岡県立小倉東高等学校吹奏楽部　第24回定期演奏会 23（日） 18:00
　　　一般 ￥800
高校生以下 ￥500

全席自由

福岡県立小倉東高等学校吹奏楽部
093-473-4466

福岡県立北筑高等学校吹奏楽部　第25回記念定期演奏会 26（水） 18:00
　　一般 ￥1,000
高校生以下 ￥600

全席自由

福岡県立北筑高等学校
吹奏楽部OB会
093-603-6221

ヤマハミュージックフェスタ２０１４
29（土） ①11:00

②15:30 無　料
㈱ヤマハミュージック
リテイリング小倉店
093-531-434230（日）

福岡県立門司学園創立10周年記念 第6回定期演奏会 31（月） 18:30
　一般 ￥500（当日￥300増）
高校生 ￥250（当日￥250増）

中学生以下無料
全席自由

福岡県立門司学園
中学・高等学校吹奏楽部
093-483-1755

13 かるかる  2014.March
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会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企画展示室 北九州市制50周年・開館15周年記念特別企画展
「北九州市と松本清張」 ～5/6（火・祝）

常設展示観覧料に含む
大人 ￥500

中高生 ￥300　小学生 ￥200
松本清張記念館
093-582-2761

（入館は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大画廊

阿部　穣　日本画展 5（水）～11（火） 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093-522-2521

ー白磁・青磁の世界ー 有田 西山正 作陶展 12（水）～18（火） 無　料

小石原焼　太田哲三窯　仕事展 19（水）～25（火） 無　料

鍋島緞通　吉島家展 26（水）～4/1（火） 無　料

小画廊

～西洋の美～　ヨーロッパアンティーク展 5（水）～11（火） 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093-522-2521

～旅する日常～　太田久代　シルクに描いた作品展 12（水）～18（火） 無　料

新鋭作家　第3回　花と風景絵画展 19（水）～25（火） 無　料

ヨーロッパの光　森下一夫　油絵展 26（水）～4/1（火） 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

多目的ホール
水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井京子　ピアノ：湯田美津子

5（水） 14:00 無　料 水環境館
093-551-3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」

バイオリン：加来洋子　ピアノ：湯田美津子
19（水） 14:00 無　料

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

１階歴史
ゾーン

三城物語
～中津城から小倉城、そして熊本城へ細川家の軌跡～
小倉城を築城した細川家にスポットをあて、所蔵品他、紹介展示

～30（日）
　大人 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100

小倉城
093-561-1210４階市民の

大広間
押し花で描く桜街道
桜の花をモチーフに、安らぎ 喜びを表現した作品約50点を展示

2（日）～30（日）
　大人 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100

天守閣
前広場

第10回小倉城桜まつり
桜咲く花の広場で、ステージイベント・うまいもの市をお楽しみ下さい

29（土）・30（日）
10:00～17:00 無　料

（入館は閉館30分前まで）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

西日本工業大学デザイン学部卒業制作優秀作品展 1（土）～9（日） 無　料 西日本工業大学企画課
093-563-3221

10：00～18：00（入館は閉館30分前まで）
会期中無休

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール
岳誠会　独吟コンクール 9（日） 9:30 無　料 岳誠流日本吟道岳誠会

093-964-5414（吉田）

平成26年度全国吟詠コンクール北九州地区予選大会 16（日） 9:30 無　料 福岡県吟剣詩舞道総連盟
北九州地区093-881-6031

（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

東日本大震災　3.11以降の全出版記録　「本の力」展
書籍をとおして大震災の記憶の風化を防ぎ復興支援に繋げる。本の閲覧可能。

11（火）～30（日） 一般 ￥200
中高生 ￥100　小学生 ￥50

北九州市立文学館
093-571-1505

月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール
2014年　スプリングコンサート 16（日） 14:00 無　料 北九州市立若松中学校

093-751-2030

第15回北九州市立　向洋中学校吹奏楽部　定期演奏会 23（日） 14:00 無　料 北九州市立向洋中学校
093-761-3097

小ホール 福岡県立若松高等学校音楽部　第3回定期演奏会（合唱） 21（金・祝） 14:00 無　料 福岡県立若松高等学校音楽部
093-751-1911
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イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

CCA北九州リサーチ・プログラム 2013/2014オープン・スタジオ
リサーチ・プログラム受講生による修了制作展。制作スタジオも公開。

16（日）～23（日） 無　料 現代美術センター CCA北九州
093-663-1615

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

第24回　八幡市民会館まつり「うた舞い」
北九州地区の8社中による邦楽・邦舞の祭典

8（土）・9（日） 11:30
一日券 ￥2,000
両日券 ￥3,500
（当日各￥500増）
※小学生以下無料

八幡市民会館まつり事務局
093-671-6061

福岡県立東筑高等学校吹奏楽部　第29回定期演奏会 23（日） 18:00 ¥400 福岡県立東筑高等学校
093-691-0050

北九州市立槻田中学校吹奏楽部　第13回スプリングコンサート 30（日） 16:00 無　料 北九州市立槻田中学校
093-651-1921（山本）

美術展示室 八幡美術協会会員展
洋画・日本画・染色・版画　約100点

16（日）～23（日）
10：00～17：00

※23（日）は16:00まで
無　料 八幡美術協会

093-612-2152（寺﨑）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

プラネタリウム
屋上

星の観望の夕べ
プラネタリウム観望後、早春の星空を望遠鏡で観察します。
※中学生以下は保護者同伴 先着150名　※3/1（土）から電話受付開始

15（土） 19:00～
　20:30

大人 ￥100
中高生 ￥70
小学生 ￥50 児童文化科学館

093-671-4566
会議室 サイエンスショー　「科学マジックアラカルト」 23（日） 14:30 無　料

（入館は閉館30分前まで）

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

歴史ぽけっと企画展　「北九州街道物語２　黒崎宿」
長崎街道の宿場として栄えた黒崎に伝わる文化財を紹介し、黒崎宿の歴史と役割を明らかにします。

～9（日） 9:00 ※要常設展観覧料

いのちのたび博物館
093-681-1011

歴史ぽけっと企画展　「さぐってみよう　昔のくらし」
明治から昭和時代にいたるくらしと変化について、着物やさまざまな道具を中心に紹介します。

～9（日） 9:00 ※要常設展観覧料

春の特別展「まるごと猫展」
はく製、標本などの生物学的なものや、浮世絵、招き猫などの文化的な品々を展示します。

3/15（土）～
　　6/1（日） 9:00

　 大人 ￥700
高・大生 ￥400
小・中生 ￥300

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券あり

企画展　岩合光昭写真展「ねこ歩き」
前期3/15～4/25 日本のねこ　後期4/26～6/1 世界のねこ

3/15（土）～
　　6/1（日） 9:00 ※要常設展観覧料

歴史講演会「何故、日本がトルコで発掘を行うのか」
講師：アナトリア考古学研究所　所長 大村 幸弘氏

15（土） 13:30 ¥700 

春の特別展関連イベント「ナイトミュージアム」
夜の博物館を体験できます!!

28（金） 18:00
　 大人 ￥560
高・大生 ￥320
小・中生 ￥240

※要申込

春の特別展関連イベント「ねこマニアトーク」
出展された方々からコレクションについての話をしていただきます。

30（日） 13：30 ※要特別展入場料

●アクセス／JR：「スペースワールド駅」徒歩5分、バス：「いのちのたび博物館」徒歩1分
●駐車場／市営駐車場（いのちのたび博物館横）大型30台、普通300台（有料）　●休館日／年末年始、６月下旬頃（約1週間）

●住所／八幡東区東田2-4-1　●電話／093-681-1011　●開館時間／9：00～17：00（入館は閉館の30分前まで）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ギャラリー

長倉 洋海　写真展―震災から３年目「子供たちからの元気便」
震災から３年…「だけど、くじけない」みんなに届けたい。世界に伝えたい。

8（土）～11（火） 無　料

旧百三十銀行ギャラリー
093-661-9130

個展　色鉛筆画展
24色の色鉛筆だけで描いた作品展。

18（火）～24（月） 無　料

第2回 劇団FLYBY演劇公演「ヒトハナ」
29（土） 15：00

￥50030（日） 11：00
14：00

●アクセス／JR:「八幡駅」徒歩5分　西鉄バス：系統番号1,系統番号22　●休館日／年末年始
●住所／八幡東区西本町1-20-2　●電話／093-661-9130　●開館時間／10:00～18：00

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企画展示室 企画展「色イロひろがる　印刷発見展」
さまざまな分野に拡がる印刷技術を紹介

～3/9（日） 　　　一般 ￥500
小～高校生 ￥100 北九州市、

北九州イノベーションギャラリー
093-663-5411多目的

スペース
特別展「官営八幡製鐵所の開業に活躍した九州鉄道大蔵線
～赤煉瓦橋梁からみた草創期の鉄道」 ～3/30（日） 無　料

（展示室入室は閉館30分前まで）
（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

11 かるかる  2014.March
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イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

創作トンボ玉と桜衣展 4（火）～9（日） 無　料

093-643-5268
花田和彦　作陶展 11（火）～16（日） 無　料

えもときよひこ　木版画展 18（火）～23（日） 無　料

絵画と工芸展 25（火）～30（日） 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企画展示室 長崎街道ひなまつり　木屋瀬宿～立場茶屋銀杏屋
ひな飾りやさげもん等の展示を各施設で行います。

2/15（土）～3/30（日）
※施設によって異なる
記念館　9:00～17:30

もやいの家/旧高崎家/立場茶屋
　　　　　10:00～16:00

記念館 ￥200
※その他施設は無料

長崎街道木屋瀬宿記念館
093-619-1149

こやのせ座 エアロビ発表会 29（土） 10:00 無　料 090-1081-3015（江藤）

イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

書遊クラブ生徒会員作品展　書 約500点 １（土）・２（日） 無　料 書遊倶楽部
093-691-5143

楡の会絵画展　洋画、水彩画 約40点 3（月）～9（日） 無　料 楡の会
093-601-8196（熊洞）

絵画クラブ悠々第13回作品展　洋画 約45点 10（月）～16（日） 無　料 絵画クラブ悠々
093-617-0745（森本）

虹水彩画会作品展　洋画 約40点 10（月）～16（日） 無　料 虹水彩画会
093-617-5653（山本）

彩友会　洋画 約130点 17（月）～23（日） 無　料 彩友会
0949-26-7942（阿部）

玄寂会グループ展（表装展） 24（月）～30（日） 無　料 玄寂会
080-5646-3717（肥後）

絵画クラブカンヴァス作品展　洋画 約50点 24（月）～30（日） 無　料 絵画クラブ カンヴァス
093-741-3680（宮田）

●電話／093-644-5206
（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる

3-15-3 コムシティ3F

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

黒崎ゆかりのアーティストシリーズ
水上裕子 with レボリューション＆ラブ 8(土) 15:00

　　　一般 ￥2,000
　　友の会 ￥1,500
高校生以下 ￥1,000

黒崎ひびしんホール
093-621-4566

ポーランドシレジアフィルハーモニー管弦楽団をむかえて
ピアノ・コンチェルトとの夢の出逢い 15(土) 18:30 一般 ￥3,000

学生 ￥2,000

国際ピアノ・シュロス研究会
北九州実行委員会
093-883-3131

北九州ファミリーブラスひまわり　春のコンサート 16(日) 15:00 全席自由席 ￥500 黒崎ひびしんホール
093-621-4566

北九州に芽生える熱き管弦楽の響き
北九州ユース室内管弦楽団　第一回定期演奏会 21(金・祝) 14:00

　　　一般 ￥2,000
　　友の会 ￥1,500
高校生以下 ￥1,000

黒崎ひびしんホール
093-621-4566

環境未来都市推進支援事業
グリーンオペラ「なの花のおはなし」 28(金) 15:00 ￥500

NPO法人北九州リバーサイド
ミュージックBOX事務局

093-642-8818

福岡県立八幡南高等学校吹奏楽部 第18回定期演奏会 29(土) 18:30 ￥500 福岡県立八幡南高等学校
093-611-1881

第18回PIARAピアノコンクール　九州Ⅲ地区大会 30（日） 13:30 無　料 PIARA九州山口事務局
0952-31-2273

中ホール

チヤマスタジアム発表会2014 1(土) 13:30 ￥500 チヤマスタジアム
093-651-5985

太田麗子ピアノ教室発表会 2(日) 14:00 無　料 太田麗子ピアノ教室
093-372-5336

2014プレ共同集会IN北九州　届け、僕たち私たちの想い
～協同と共生の社会を目指して～ 15(土) 12:30 ￥1,000

(当日￥200増)

日本労働者協同組合ワーカーズ
コープ連合会センター事業団

九州沖縄事業本部
092-441-7587

第5回受賞者記念コンサート 16(日) 10:30 ￥525 カワイ音楽教室小倉センター
093-521-5453

ポコ　ア　ポコ　コンサート2014 23(日) 13:00 無　料 コスモスピアノ教室
093-662-0902（佐々木）

いのちのまつりライブ 北九州　フェスタ2014 29(土) 13:20
　　　大人 ￥2,000
65歳以上､中高大学生 ￥1,000
　小学生以下 ￥500

いのちのまつりライブ北九州
実行委員会

090-4354-6958（福田）
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2014 年 3月号表紙
現代美術センター CCA北九州
尾倉ギャラリー

北九州市芸術文化情報誌「CulCul」・「かるかる」
■発行日／ 2014.3.1　　■発　行／北九州市、（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課
〒805-0019 北九州市八幡東区中央二丁目1-1-7F   TEL:093-662-3012　FAX:093-662-3016

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

平成26年3月地方公演　人形浄瑠璃「文楽」
昼の部：「生写朝顔話」／夜の部：「花競四季寿」「ひらかな盛衰記」

6（木）

【昼の部】
13:30

一般 ￥3,000
学生 ￥1,500
（小～大学生）
（当日各￥500増）

北九州芸術劇場
093-562-2655【夜の部】

18:00
鈴木重子&木住野佳子コンサート
My Favorite Things, Something, この道～蘇州夜曲 他（予定）

9（日） 15:00 指定先（1F） ￥4,800
自由席（2F） ￥3,800

北九州労音
093-571-0227（松前）

第21回とばたチャリティー芸能フェスティバル 12（水） 10:30 ¥500 北九州市戸畑区役所
093-871-1501 内線460（中島）

第10回　戸畑区合同演奏会 16（日） 13:00 無　料 北九州市立高等学校
093-881-5440（田中）

福岡県立戸畑高等学校吹奏楽部 第17回定期演奏会 21（金・祝） 14:00 ¥400
（小学生以下は無料）

戸畑高等学校　吹奏楽部
093-871-0928（波多野）

北九州市立板櫃中学校吹奏楽部 第12回定期演奏会 23（日） 14:00 無　料 北九州市教育委員会
093-561-4993（板櫃中･古殿）

第7回北九州市立飛幡中学校 心音コンサート
行進曲「勇気のトビラ」、コンサートマーチ「青葉の街で」ほか

27（木） 18:30 無　料 北九州市教育委員会
093-882-3652（飛幡中･井口）

九州国際大学付属中学校・高等学校吹奏楽部
第18回定期演奏会 29（土） 18:00 無　料

九州国際大学付属
中学校・高等学校吹奏楽部
090-2842-5450（宮武）

S.D.E　CITY　エアロビック、ダンス発表会
幼児～大人までのエアロビック、ヒップホップダンス演技！

30（日） 13:30 ¥500 S.D.E　CITY
080-1774-6074（原）

中ホール

ウェルとばた映画上映会「映像にみる『福祉文化』の世
界」～話題のドキュメンタリー3作品を2日間で上映
8日　「天心の譜」「ガレキとラジオ」
9日　「季節、めぐりそれぞれの居場所」「ガレキとラジオ」

8（土）
「天」13：00
「ガ」15：20
「天」17：05

（1作品あたり）
　　 一般 ￥1,000
60歳以上、大高生 ￥800
（当日各￥200増）

ウェルとばた　総合案内
093-871-7200

9（日）
「季」10：30
「ガ」12：30
「季」14：15

党 主税・静子　オペラコンサート
寄ってらっしゃい観てらっしゃい！ゆかいなオペラが始まるよ！第１弾は「奥様女中」!!

14（金） 19:00 ¥3,500 グルッポデルオペラ
044-988-7012（党）

フルートとピアノによるフランス・ファンタジー・コンサート
榎本裕子、中川淳一　サン＝サーンス：ロマンス、ダマレ：薔薇の花束

15（土） 14:00 一般 ￥2,500
学生 ￥1,500

榎本裕子
093-953-9654

リトルコンサート 16（日） 13:30 無　料 ハーモニー
093-881-8691（佐藤）

中山翔太　ピアノリサイタル
ドビュッシー：版画　シューマン：森の情景
グラズノフ：ピアノソナタ第2番ホ短調

18（火） 19:00

　一般 ￥2,500
　学生 ￥1,000
（高校生以下）
親子券 ￥3,000
（当日各￥500増）

音風の会
080-3972-3789（大山）

ヴァイオリン・チェロ演奏会 21（金・祝） 13:30 無　料 スズキ・メソード北九州
093-952-2372（小川）

ピアノ発表会 23（日） 12:30 無　料 ブリランテ
093-691-8809（八坂）

小谷美佳　新見準平　ジョイントリサイタル
春に聴く、歌曲オペラの夕べ　日本歌曲からイタリア・ドイツ歌曲、オペラまで

28（金） 19:00
一般 ￥2,000
学生 ￥1,000
（当日各￥500増）

ぎじゅつやさんのピアノ店
093-622-1900

吉田かつ子ヴァイオリンスクール発表会 29（土） 14:00 無　料 吉田かつ子ヴァイオリンスクール
093-602-3622（森脇）

緒方ピアノ教室　ピアノ発表会 30（日） 14:00 無　料 緒方ピアノ教室
093-601-2396

交流
プラザ

ウェルカムコンサート
バイオリン：藤松 敦仁　マンドリン：高橋 和彦

13（木） 12:20 無　料 ウェルとばた　総合案内
093-871-7200

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

コレクション
展示室

コレクション展Ⅳ　加納光於と中西夏之
油彩、版画など約70点

～4/13（日）
　一般 ￥150
高大生 ￥100
  小中生 ￥50

北九州市立美術館
093-882-7777

企画展示室
１～２、

市民ギャラリー
北九州市立小・中学校合同美術展
児童・生徒作品（絵画・立体・工作）

2/22（土）～3/2（日） 無　料
北九州市小学校

図画工作科教育研究会
093-641-4712（門司）

市民ギャラリー
第65回西日書展（一般部）　書 約150点 4（火）～9（日） 無　料 西日本書道院

093-381-2426

第65回西日書展（少年部）　書 約2000点 11（火）～16（日） 無　料 西日本書道院
093-381-2426

（入館は閉館30分前まで）
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午
前
10
時
開
館
、
午
後
６
時
閉
館

（
最
終
入
館
は
午
後
５
時
30
分
）。
北

九
州
市
立
美
術
館
分
館
（
小
倉
北
区

室
町
／
リ
バ
ー
ウ
オ
ー
ク
北
九
州
５

Ｆ
）。
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
の

日
本
美
術
院
再
興
か
ら
１
０
０
年
、

そ
の
最
新
の
成
果
を
一
堂
に
展
観
。

日
本
美
術
院
同
人
作
家
の
新
作
32
点

を
は
じ
め
、
受
賞
作
品
を
含
む
73
点

を
展
示
。
会
期
中
、
美
術
講
演
会
も

予
定
。
観
覧
料
、
一
般
８
０
０
円
、

高
大
生
５
０
０
円
、
小
中
生
３
０
０

円
（
前
売
券
あ
り
）。

０
９
３
（
８
８
２
）
７
７
７
７

■（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振

興
財
団
　
埋
蔵
文
化
財
調
査
室

平
成
26
年
度「
小
・
中
学
生
向
け
こ

ど
も
考
古
学
講
座
・
君
も
考
古
学
者

だ
！
」

４
〜
８
月
の
第
４
日
曜
日
（
全
５
回

予
定
）、
午
前
10
時
〜
正
午
。
対
象
は

市
内
在
住
小
・
中
学
生
。
全
５
回
２

０
０
０
円
。
抽
選
の
申
込
は
往
復
は

が
き
で
３
月
31
日
当
日
消
印
有
効
、

小
学
校
低
学
年
は
、
保
護
者
の
同
伴

必
要
。
〒
８
０
３-

０
８
１
６
小
倉

北
区
金
田
１
の
１
の
３
埋
蔵
文
化
財

調
査
室
「
こ
ど
も
考
古
学
講
座
」
係
。

０
９
３
（
５
８
２
）
０
９
４
１

■
北
九
州
市
立
い
の
ち
の
た
び
博
物
館

春
の
特
別
展
「
ま
る
ご
と
猫
展
」

３
月
15
日
（
土
）〜
６
月
１
日
（
日
）

午
前
９
時
開
館
、
午
後
５
時
閉
館

（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）。
北

九
州
市
立
い
の
ち
の
た
び
博
物
館

（
八
幡
東
区
東
田
）。
は
く
製
、
標
本

な
ど
の
生
物
学
的
な
も
の
か
ら
、
浮

世
絵
、
招
き
猫
な
ど
文
化
的
な
品
々

ま
で
６
０
０
点
以
上
を
展
示
。
常
設

展
内
で
は
岩
合
光
昭
氏
の
写
真
展

「
ね
こ
歩
き
」
を
同
時
開
催
（
会
期

中
、
展
示
替
え
あ
り
）。
ナ
イ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
関
連
イ
ベ
ン
ト

も
予
定
。
特
別
展
入
場
料
、
一
般
７

０
０
円
、
高
大
生
４
０
０
円
、
小
中

生
３
０
０
円
（
前
売
り
、
常
設
展
と

の
セ
ッ
ト
券
も
別
途
あ
り
）。

０
９
３
（
６
８
１
）
１
０
１
１

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
創
を
考
え
る
会
・
北

九
州

「
北
九
州
の
デ
ィ
テ
ー
ル
展
」

４
月
５
日
（
土
）〜
５
月
25
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
開
館
、
午
後
７
時
閉

館
（
土
日
祝
は
午
後
6
時
閉
館
・
最

終
入
館
は
閉
館
30
分
前
）。
北
九
州

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

CulCul の主な設置場所

市内ＪＲ駅、市民会館、市民セン
ター、生涯学習センター、図書館、
市内体育施設、北九州空港、男女共
同参画センター・ムーブ、井筒屋、
モノレール駅、レインボープラザ、
北九州芸術劇場プレイガイド・イン
フォメーションなど

松尾 敏男（同人）
《ヴェネチアよ、さようなら》

書肆　吾輩堂
（しょし　わがはいどう）

市立文学館の不思議なステンド
グラス（Photo Kyoko Omori）

市
立
文
学
館
（
小
倉
北
区
城
内
）。

北
九
州
市
に
数
多
い
著
名
な
建
築
家

に
よ
る
近
現
代
建
築
の
デ
ィ
テ
ー
ル

（
細
部
）
を
捉
え
た
美
し
い
モ
ノ
ク

ロ
写
真
と
解
説
に
よ
る
展
覧
会
。
本

市
の
誇
る
べ
き
財
産
を
再
認
識
し
、

発
信
す
る
。
入
場
料
、
無
料
。（
北

九
州
市
立
文
学
館
常
設
展
は
有
料
）

０
９
３
（
５
６
２
）
９
３
０
０

■
再
興
第
98
回
院
展
実
行
委
員
会

再
興
第
98
回
「
院
展
」

４
月
21
日
（
月
）〜
５
月
18
日
（
日
）

8

や
歌
の
練
習
、
バ
レ
エ
、
日
本
舞
踊

な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人
達
が

お
部
屋
を
借
り
て
、
日
々
研
鑽
を
積

ん
で
い
ま
す
。

　
各
部
屋
に
ピ
ア
ノ
も
設
置
さ
れ
て

お
り
、
宿
泊
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
合

宿
の
様
な
事
も
で
き
て
大
変
重
宝
し

て
お
り
ま
す
。（
こ
ん
な
事
を
書
く

と
ま
す
ま
す
人
気
に
な
っ
て
、
部
屋

が
取
れ
な
く
な
る
と
私
困
っ
ち
ゃ
う

け
ど
）。

　
来
年
度
４
月
か
ら
も
こ
れ
ら
の
施

設
を
利
用
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
前
を

向
い
て
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

調
整
さ
れ
て
い
て
、
弾
い
て
い
て
大

変
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
こ

こ
に
は
リ
ハ
ー
サ
ル
室
も
あ
り
、
そ

の
響
き
が
こ
れ
ま
た
素
晴
ら
し
い
！

小
さ
な
発
表
会
等
を
す
る
の
に
ち
ょ

う
ど
良
く
、
私
は
大
好
き
で
す
。
戸

畑
市
民
会
館
の
中
ホ
ー
ル
、
芸
術
劇

場
の
小
ホ
ー
ル
も
発
表
会
等
に
最
適

で
す
。
と
っ
て
も
人
気
が
あ
っ
て
、

予
約
す
る
の
に
苦
労
し
ま
す
が
。

　
そ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が

「
大
手
町
練
習
場
」。
こ
こ
が
無
か
っ

た
ら
、
私
は
ピ
ア
ノ
教
師
を
す
る
事

が
出
来
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
楽
器

　
北
九
州
市
は
、音
楽
家
に
と
っ
て
、

環
境
が
非
常
に
整
っ
て
い
る
街
だ
と

自
慢
し
た
く
な
リ
ま
す
。
そ
の
筆
頭

が
「
ホ
ー
ル
の
充
実
」。
響
ホ
ー
ル
、

戸
畑
市
民
会
館
（
ウ
ェ
ル
戸
畑
）、

北
九
州
芸
術
劇
場
、
ひ
び
し
ん
ホ
ー

ル
、
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
等
。
響
ホ
ー

ル
に
は
、
ス
タ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
が

２
台
、
ヤ
マ
ハ
・
カ
ワ
イ
が
そ
れ
ぞ

れ
１
台
ず
つ
。
す
べ
て
素
晴
ら
し
く

充
実
し
た
北
九
州
の
ホ
ー
ル
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作業風景

青磁双魚文盤

埋蔵文
化
財

hiroba 田　村　和　裕

遺跡からのメッセージ
（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

Kazuhiro Tamura

　
上
ノ
原
遺
跡
第
２
地
点
は
、
小
倉

南
区
長
尾
６
丁
目
に
所
在
し
ま
す
。

宅
地
造
成
に
伴
い
、
２
０
１
２
年
９

月
28
日
〜
11
月
16
日
ま
で
発
掘
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
地
は
紫
川

中
流
域
西
岸
の
低
て
い
き
ゅ
う
り
ょ
う

丘
陵
の
東
側
裾
部

か
ら
谷
地
に
立
地
し
ま
す
。
周
辺
一

帯
は
長お
さ
ゆ
き行

遺
跡
や
能の

う

行ぎ
ょ
う

遺
跡
な
ど

弥
生
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
遺

跡
が
集
中
し
て
お
り
、
発
掘
調
査
例

も
多
い
地
域
で
す
。
上
ノ
原
遺
跡
第

１
地
点
は
平
成
３
年
に
調
査
さ
れ
、

土ど

坑こ
う

２
基
、
小（

※
１
）ピ

ッ
ト
群
を
検
出

し
、
弥
生
土
器
や
中
近
世
の
陶
磁
器

が
出
土
し
ま
し
た
。
第
１
地
点
か
ら

北
東
お
よ
そ
１
４
０
ｍ
に
位
置
す
る

第
２
地
点
の
調
査
は
三
つ
の
調
査
区

を
設
定
し
て
行
い
、
調
査
総
面
積
は

１
１
９
０
㎡
で
す
。

　
１
区
は
丘
陵
裾
部
の
一
段
高
い
と

こ
ろ
に
位
置
し
、
２
基
の
土
坑
と
多

数
の
柱
穴
を
検
出
し
ま
し
た
。
柱
穴

の
組
み
合
わ
せ
か
ら
掘
立
柱
建
物
跡

を
３
棟
分
確
認
し
、
こ
れ
ら
の
柱
穴

の
一
部
に
は
礎
板
石
が
残
っ
て
い
ま

し
た
。

　
水
路
で
隔
て
ら
れ
る
２
区
と
３
区

は
谷
地
に
あ
た
り
、
遺
物
包
含
層
が

深
い
と
こ
ろ
で
約
１
ｍ
堆
積
し
て
い

ま
し
た
。
包
含
層
か
ら
の
遺
物
出
土

量
は
パ（

※
２
）ン

ケ
ー
ス
約
１
２
０
箱
分

で
、
そ
の
内
容
は
弥
生
土
器
、
古
墳

時
代
の
須
恵
器
、
土
師
器
、
奈
良
・

平
安
時
代
の
土
師
器
、
瓦
器
、
鎌
倉

〜
室
町
時
代
の
中
国
産
白
磁
や
青
磁

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
砥
石
や
敲
た
た
き

石い
し

ま
せ
ん
。
な
お
、
２
匹
の
魚
を
描
く

双
魚
文
は
、
夫
婦
和
合
の
象
徴
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
他
に
は
、
刀
装
具
あ

る
い
は
指
輪
と
推
定
さ
れ
る
楕だ
え
ん円

形

の
鉄
製
環
が
出
土
し
て
お
り
、
環
の

内
側
に
は
金
銅
張
り
の
痕
跡
が
僅
か

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
２
区
で
検
出
し
た
遺
構
は
土
坑
５

基
、
井
戸
１
基
で
す
。
井
戸
は
水
が

湧
く
場
所
に
木
を
刳く

り
抜
い
た
井
筒

を
設
置
し
た
も
の
で
、
そ
の
周
囲
に

は
多
く
の
人
頭
大
の
石
が
捨
て
ら
れ

た
よ
う
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
井

戸
か
ら
は
１
条
の
溝
が
曲
線
的
に
伸

び
て
谷
地
ま
で
続
き
ま
す
。
ま
た
、

最
大
の
土
坑
の
規
模
は
お
よ
そ
長
径

５
ｍ
、
短
径
４
ｍ
、
深
さ
80
㎝
で
、

穴
の
中
に
人
頭
大
の
石
が
多
数
投
げ

込
ま
れ
た
よ
う
な
状
態
で
検
出
し
ま

し
た
。
遺
物
包
含
層
か
ら
鉄
製
環
や

多
量
の
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
石
は
破
壊
さ
れ

た
古
墳
の
主
体
部
の
石
材
で
あ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

上
うえのはる

ノ原遺跡第２地点出土の

青
せいじ

磁双
そうぎょもんばん

魚文盤

な
ど
の
石
器
も
あ
り
ま
し
た
。
今

回
、
珍
し
い
遺
物
と
し
て
紹
介
し
た

い
の
が
、
12
世
紀
末
〜
13
世
紀
中
頃

の
龍り
ゅ
う
せ
ん
よ
う
け
い
せ
い
じ

泉
窯
系
青
磁
双そ

う
ぎ
ょ魚

文も
ん
ば
ん盤

（
底
部

付
近
の
み
が
出
土
し
た
の
で
碗
の
可

能
性
も
あ
り
）
で
す
。
龍
泉
窯
系
青

磁
自
体
は
市
内
で
も
比
較
的
多
く
出

土
す
る
遺
物
で
す
が
、
こ
れ
は
器
の

内
底
に
左
側
を
向
い
た
魚
が
上
下
に

並
ん
で
型
押
し
さ
れ
て
い
る
点
が
特

徴
で
す
。
一
般
的
に
、
双
魚
文
は
２

匹
の
魚
の
頭
の
向
き
が
互
い
違
い
に

な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
同
じ
方

を
向
い
て
い
る
例
は
あ
ま
り
み
ら
れ

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
5
月
号
で
す
】

※
１
　
小
さ
な
穴
や
細
い
穴
状
の
遺
構

※
２
　
約
60
㎝
×
40
㎝
×
10
㎝
の
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
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企
画
展

 

「
バ
レ
エ
・
マ
ン
ガ
〜
永
遠
な
る
美
し
さ
〜
」

　
２
月
15
日
（
土
）
に
開
幕
し
た
企

画
展
「
バ
レ
エ
・
マ
ン
ガ
〜
永
遠
な

る
美
し
さ
〜
」
で
は
約
１
カ
月
半
に

渡
り
、
漫
画
原
画
を
中
心
と
し
た
12

名
の
作
家
の
、
１
０
０
点
以
上
の
バ

レ
エ
マ
ン
ガ
作
品
を
２
会
期
に
わ
け

て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　「
バ
レ
エ
マ
ン
ガ
」
の
歴
史
を
、

実
際
の
バ
レ
エ
資
料
や
公
演
映
像
な

ど
と
共
に
た
ど
り
ま
す
。
原
画
等
の

出
展
作
家
は
山
岸
凉
子
、高
橋
真
琴
、

牧
美
也
子
、
北
島
洋
子
、
上
原
き
み

子
、
有
吉
京
子
、
萩
尾
望も

と都
、
槇
村

さ
と
る
、
水
沢
め
ぐ
み
、
曽
田
正
人
、

水
野
英ひ
で
こ子

、
魔ま

や夜
峰み

ね
お央

で
す
。

　
バ
レ
エ
が
日
本
で
初
め
て
上
演
さ

れ
た
の
は
確
認
で
き
る
限
り
で
は
明

治
時
代
ご
ろ
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
バ
レ
エ
は
教
養
と
し
て
の
、
西

欧
文
化
の
一
つ
と
い
う
位
置
づ
け
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
大
正
期

に
は
叙
情
画
な
ど
に
も
登
場
し
、
バ

レ
エ
の
イ
メ
ー
ジ
が
少
女
を
中
心
に

浸
透
し
て
い
き
ま
す
。
叙
情
画
家
の

小
林
か
い
ち
、
高
畠
華か
し
ょ
う宵

な
ど
が
手

が
け
た
作
品
に
は
、
は
か
な
げ
な
雰

囲
気
で
踊
る
少
女
が
登
場
し
て
い
ま

す
。（『
少
女
の
友
』、
便
せ
ん
表
紙

絵
な
ど
）

　
さ
て
、
50
年
代
後
半
か
ら
、
バ
レ

エ
マ
ン
ガ
が
人
気
を
博
し
ま
す
。
例

え
ば
34
年
生
ま
れ
の
高
橋
真
琴
は
、

バ
レ
エ
の
場
面
を
描
き
、
読
者
を
大

い
に
ひ
き
つ
け
ま
し
た
。も
う
一
人
、

牧
美
也
子
の
描
く
バ
レ
エ
作
品
も
大

変
魅
力
的
で
す
。
60
年
発
表
の
『
マ

キ
の
口
笛
』
は
主
人
公
の
マ
キ
が

数
々
の
悩
み
を
乗
り
越
え
、
成
長
し

漫画
hiroba柴　田　沙　良

北九州市漫画ミュージアム　学芸員
漫画と北九州

Sara Shibata

『アラベスク』（完全版）第 1部 1巻
©山岸凉子 /KADOKAWA・メディアファクトリー 

『東京～パリ』©高橋真琴

『SWAN －白鳥－』©有吉京子／平凡社

『昴』©曽田正人／小学館

『トウ・シューズ』
©水沢めぐみ／集英社

企画展「バレエ・マンガ～永遠なる美しさ～」
【開催期間】２月15日（土）～４月６日（日）※３月11日(火）展示替
【開館時間】※毎週火曜休館、但し3月25日、4月1日は開館
午前11時～午後７時（入館は午後６時30分まで）
【会場】北九州市漫画ミュージアム
【入館料】※（　）内は団体料金となります
〔企画展のみ〕
一般400円（320円）、中・高生200円（160円）、小学生100円(80円)
〔セット券〕
一般600円（480円）、中・高生300円（240円）、小学生150円(120円)
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077

Information

て
い
く
物
語
で
す
が
、
作
中
に
か
わ

い
ら
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
多
数
登

場
し
ま
す
。

　
70
年
以
降
も
、
読
者
を
虜と
り
こに

す
る

よ
う
な
バ
レ
エ
マ
ン
ガ
が
多
数
登

場
。
71
年
に
集
英
社
『
り
ぼ
ん
』
で

始
ま
っ
た
山
岸
凉
子『
ア
ラ
ベ
ス
ク
』

は
ノ
ン
ナ
・
ペ
ト
ロ
ワ
と
い
う
バ
レ

リ
ー
ナ
の
道
を
歩
む
少
女
の
目
を
通

し
て
、
バ
レ
エ
と
い
う
大
き
な
世
界

を
描
く
も
の
で
し
た
。
近
年
で
は
、

少
女
漫
画
以
外
に
も
、『
週
刊
ビ
ッ

グ
コ
ミ
ッ
ク
ス
ピ
リ
ッ
ツ
』
で
連
載

さ
れ
た
曽
田
正
人
『
昴
』
な
ど
、
バ

レ
エ
漫
画
の
魅
力
は
生
き
続
け
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
バ
レ
エ
マ
ン
ガ
の
歴
史

を
た
ど
る
こ
と
で
、
少
女
漫
画
の
歴

史
が
垣
間
見
て
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
作
家
た
ち
の

作
品
を
く
い
い
る
よ
う
に
見
た
で
あ

ろ
う
読
者
た
ち
の
姿
も
想
像
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ス
ペ
ー
ス
と

は
、
従
来
の
美
術
館
や
画
廊
と
は
異

な
る
形
で
自
立
的
に
運
営
さ
れ
る
ス

ペ
ー
ス
の
こ
と
で
、
世
界
各
地
に
存

在
し
ま
す
。
そ
の
規
模
や
方
針
は

様
々
で
す
が
、
実
験
的
な
試
み
を
受

け
入
れ
る
舞
台
と
し
て
、
美
術
以
外

の
分
野
も
含
め
表
現
者
た
ち
の
切
磋

琢
磨
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
美
術
作
品
を
見
る
と
き
に

は
、
作
品
単
体
を
味
わ
う
こ
と
も
も

ち
ろ
ん
楽
し
い
の
で
す
が
、
そ
れ
に

加
え
て
、
そ
の
前
後
の
歴
史
的
な
流

れ
（
コ
ン
テ
ク
ス
ト
）
や
、
作
品
や

美
術
家
の
背
後
に
存
在
し
て
い
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
意
識
し
て
見
る
こ

と
で
、
よ
り
深
く
美
術
の
世
界
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
ス
ペ
ー
ス
の
運
営

や
企
画
を
立
て
る
場
合
に
は
、
コ
ン

テ
ク
ス
ト
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ど
の

く
ら
い
関
わ
っ
て
い
る
か
、
も
し
く

は
意
識
的
に
関
わ
っ
て
い
な
い
か
、

と
い
う
距
離
感
が
非
常
に
重
要
に

美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada

Operation Table 外観

看板（上下とも）
制作：中崎透（美術家／Nadegata Instant Party）

アートスペース「Operation Table」
――国内外のアートが出会う場所

館
や
国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森
で
学

芸
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
真
武

真
喜
子
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
築
い
て

き
た
国
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
フ

ル
に
活
か
し
て
意
欲
的
な
企
画
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
を
舞
台
に
、
こ
れ
ま
で
名

だ
た
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
に
よ
る
刺

激
的
な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

青
木
野
枝
、
白
川
昌
生
、
松
蔭
浩

之
、
中
ザ
ワ
ヒ
デ
キ
、
世
良
京
子
、

O
 JU
N

、
中
西
信
洋
、
狩
野
哲
郎

な
ど
、
美
術
フ
ァ
ン
に
は
お
馴
染
み

の
顔
ぶ
れ
が
並
び
ま
す
。

　
こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
正
確
に
は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
は
な
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
／
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ヴ
・
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
と
は
、
美
術
家
が
一
定
の
期

間
、
現
地
滞
在
し
て
制
作
・
発
表
を

行
う
活
動
の
こ
と
で
、
国
内
外
の

様
々
な
施
設
に
よ
っ
て
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
八
幡
東
区
東
鉄
町
に
「O

peration
T
able

」
と
名
付
け
ら
れ
た
水
色
の

小
さ
な
建
物
が
あ
り
ま
す
。
動
物
病

院
だ
っ
た
建
物
を
改
装
し
、
美
術
家

が
滞
在
・
展
示
で
き
る
場
所
と
し
て

２
０
１
１
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
建
物
内
の
空
間
に
は
、O

peration
T
able

と
い
う
名
の
由
来
と
な
っ
た

「
手
術
台
」
や
手
術
用
ラ
イ
ト
、
ま

た
壁
や
床
の
タ
イ
ル
な
ど
、
か
つ
て

の
動
物
病
院
の
面
影
が
色
濃
く
残
っ

て
お
り
、
他
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
な

い
独
特
な
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
ナ
ー
は
、
北
九
州
市
立
美
術

モーガン・オハラ「どこでもエンピツ」展（2014年1月）より

な
っ
て
き
ま
す
。

　
北
九
州
市
に
は
、
Ｃ
Ｃ
Ａ
北
九
州

（
八
幡
東
区
尾
倉
）、G

A
LLERY 

SO
A
P

（
小
倉
北
区
鍛
治
町
）
と
並

ん
で
、
今
回
紹
介
し
たO

peration
T
able

と
、
北
九
州
と
世
界
と
を

結
ぶ
重
要
な
拠
点
が
こ
れ
だ
け
私
た

ち
の
身
近
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

も
っ
と
注
目
さ
れ
て
良
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

Operation Table
八幡東区東鉄町８の18
090(7384)8169
展覧会期中の土日のみオープン　平日は予約制
http://operation-table.com/

《３月のイベント》
世良京子「光のレッスン」
2月21日（金）～３月30日（日） 午前11時～午後６時
土日のみオープン　平日は予約制

Information
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ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
宗
の
最
初
期
の

作
品
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
東
京
帝
国
大
学
に
進
学

し
ま
す
が
、
戦
火
の
激
し
さ
は
増
す

一
方
で
、
宗
も
徴
兵
検
査
を
受
け
ま

す
。「
甲
種
合
格
」
と
な
る
も
の
の
、

入
隊
直
後
に
心
臓
脚か
っ
け気

の
診
断
を
受

け
、
即
日
帰
郷
。
再
検
査
で
は
食
を

絶
ち
、「
丙へ
い

種
合
格
」
と
な
り
一
時

的
に
徴
兵
を
免
れ
ま
し
た
。
し
か
し

45
年
３
月
、
召
集
令
状
が
宗
の
も
と

に
届
き
、
横
須
賀
海
兵
団
に
入
隊
し

ま
す
。
そ
こ
で
宗
は
心
神
喪
失
と
認

定
さ
れ
、
再
び
即
日
帰
郷
と
な
り
ま

し
た
。
宗
の
徹
底
し
た
徴
兵
忌
避
に

は
思
想
的
な
も
の
よ
り
、「
生
き
た

い
」
と
い
う
生
の
強
い
迸
ほ
と
ば
しり

を
感
じ

ま
す
。

　
45
年
５
月
25
日
。
東
京
は
大
空
襲

を
受
け
ま
し
た
。
宗
は
疎
開
先
の
福

島
か
ら
一
時
上
京
し
て
い
た
母
を
送

る
た
め
、
上
野
に
向
か
っ
て
い
た
と

こ
ろ
で
空
襲
に
遭
い
ま
し
た
。
２
人

は
手
を
つ
な
ぎ
、
火
を
避
け
な
が

ら
、
逃
げ
惑
い
ま
す
。
そ
し
て
な
ん

と
か
四
谷
の
仮
住
ま
い
に
戻
る
も
の

の
、
そ
こ
も
炎
に
包
ま
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
宗
と
母
は
、
燃
え
さ
か
る

「
炎
の
一
本
道
」
を
抜
け
よ
う
と
し

ま
す
が
母
は
転
び
、
そ
の
手
が
離
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
宗
は
母
を
置
き
去

り
に
し
、そ
し
て
生
き
延
び
ま
し
た
。

そ
の
壮
絶
な
体
験
は
、
十
数
年
の
時

を
経
て
、
言
葉
と
し
て
溢
れ
出
し
ま

す
。
パ
リ
留
学
中
に
序
詞
を
得
て
、

帰
国
後
も
書
き
続
け
ま
し
た
。
そ
し

て
あ
の
日
か
ら
22
年
、
第
３
詩
集

『
炎も

え
る
母
』
が（

※
）上じ
ょ
う
し梓

さ
れ
ま
し
た
。

本
作
は
宗
の
代
表
作
と
な
り
、
第
６

回
藤
村
記
念
歴
程
賞
を
受
賞
。
宗
は

詩
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
52
年
、
岡
本
太
郎
が
発
表
し

た
『
縄
文
土
器
論
』
に
衝
撃
を
受
け
、

縄
文
土
器
に
強
く
惹
か
れ
て
い
き
ま

す
。
縄
文
土
器
が
、
考
古
学
的
遺
物

か
ら
芸
術
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
縄
文
へ
の
傾
倒
は
の
ち
、
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
詩
作
《
縄
文
シ

リ
ー
ズ
》
へ
と
展
開
し
、
宗
は
「
縄

文
詩
人
」
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
縄

文
土
器
に
表
れ
て
い
る
縄
文
人
の

「
祈
り
」
に
共
鳴
す
る
こ
と
で
、
戦

争
で
死
ん
だ
友
人
、
そ
し
て
広
く

「
死
者
」
に
想
い
を
寄
せ
、
交
感
し

た
彼
の
詩
は
、
鎮
魂
の
「
祈
り
」
と

宗 左近

詩集『炎える母』（普及版 1968 年 11 月 彌生書房）

中句集『響灘』
（1999 年 3月 思潮社）

新
戸
畑
図
書
館
内「
宗
左
近
記
念
室
」の
ご
案
内

 

詩
人
・
宗
左
近
に
つ
い
て 

　

文芸
hiroba 稲　田　大　貴

北九州市立文学館　学芸員
Daiki Inada

ようこそ文学館へ

宗左近記念室
2014年３月28日（金） 開室
【住所】
戸畑区新池1の1の1
（新戸畑図書館内）
【お問合せ】
北九州市立文学館
093（571）1505
※月曜休館
　（月曜が休日の場合は翌日）

Information
も
い
え
ま
す
。

　
宗
は
ふ
る
さ
と
・
北
九
州
に
愛
憎

入
り
混
じ
る
複
雑
な
思
い
を
持
っ
て

い
ま
し
た
が
、
晩
年
、
故
郷
へ
の
想

い
を
強
く
し
、
99
年
、
北
九
州
の
地

名
を
織
り
込
ん
だ
中
句
（
一
行
詩
）

集
『
響
灘
』
を
刊
行
し
ま
す
。
地
名

一
つ
ひ
と
つ
が
自
分
を
育
ん
だ
「
宇

宙
詩
」
で
あ
る
と
語
り
、
北
九
州
が

産う
ぶ
す
な土

の
地ち

で
あ
っ
た
こ
と
を
再
認
識

し
ま
す
。
近
代
の
象
徴
で
あ
っ
た
北

九
州
に
向
き
合
い
、
そ
の
向
こ
う
側

に
あ
る
原
初
の
ふ
る
さ
と
を
見
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。

　
本
年
３
月
、
新
戸
畑
図
書
館
内
に

宗
の
文
業
を
顕
彰
す
る
宗
左
近
記
念

室
を
開
室
い
た
し
ま
す
。
詩
人
・
宗

左
近
の
言
葉
に
触
れ
る
こ
と
で
、
彼

の
心
の
深
奥
に
思
い
を
馳
せ
、
心
の

ざ
わ
め
き
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
願
い
ま
す
。

　「
宗
左
近
」
と
い
う
詩
人
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

　
宗
左
近
は
１
９
１
９
年
、
戸
畑
の

牧
山
峠
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
法
政
大

学
、
昭
和
女
子
大
学
の
教
員
を
勤
め

な
が
ら
詩
、
小
説
、
美
術
評
論
、
翻

訳
な
ど
幅
広
く
執
筆
活
動
を
行
い
、

50
冊
に
及
ぶ
詩
集
、
１
０
０
冊
を
越

え
る
著
書
を
刊
行
し
、
２
０
０
６
年

に
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

　
幼
少
期
を
戸
畑
で
過
ご
し
た
宗
は

一
時
、
家
庭
の
事
情
で
宮
崎
に
移
り

ま
す
が
、
小
倉
中
学
（
現
・
小
倉
高

等
学
校
）
に
進
み
ま
す
。
当
時
の
北

九
州
は
重
工
業
都
市
と
し
て
近
代
産

業
が
隆
盛
を
極
め
て
ゆ
く
時
期
で
、

「
効
率
第
一
主
義
」
が
加
速
し
て
い

ま
し
た
。
宗
は
、そ
の
よ
う
な
故
郷
・

北
九
州
に
違
和
感
を
持
ち
ま
す
。
中

学
卒
業
後
は
上
京
し
、
２
年
の
の
ち

に
旧
制
第
一
高
等
学
校
へ
と
進
学
、

ラ
ン
ボ
ー
と
デ
カ
ル
ト
を
原
語
で
読

み
た
い
と
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
ク
ラ
ス

に
進
み
ま
し
た
。
こ
こ
で
多
く
の
友

と
出
会
い
、詩
や
小
説
を
書
き
始
め
、

校
友
会
の
雑
誌
『
護
国
会
雑
誌
』
や

『
向
陵
時
報
』
に
、
小
説
『
高
尾
懺ざ
ん
げ悔

』

や
詩
『
極
み
の
海
』
な
ど
を
発
表
し

※
　
書
物
を
出
版
す
る
こ
と
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チ
ャ
ー
好
き
傾
向
が
現
れ
て
い
る
気

も
す
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
別
の
機
会

に
分
析
す
る
と
し
て
）

　
長
じ
て
か
ら
も
「
人
形
」
が
好
き

だ
。
か
の
偉
大
な
哲
学
者
の
デ
カ
ル

ト
は
愛
娘
の
死
後
、
娘
と
同
じ
フ
ラ

ン
シ
ー
ヌ
と
い
う
名
前
を
付
け
た
人

形
を
溺
愛
し
て
い
た
そ
う
だ
し
、
詩

人
の
高
村
光
太
郎
も
妻
智
恵
子
の
亡

き
後
、
や
は
り
人
形
を
肌
身
離
さ
ず

持
っ
て
い
た
と
い
う
。
人
形
は
時
に

人
の
気
持
ち
を
吸
い
取
る
入
れ
物
に

も
な
る
し
、
ま
た
、
人
の
気
持
ち
を

映
す
鏡
に
も
な
る
。

　
そ
ん
な
人
形
の
魅
力
や
、
人
間
の

想
像
力
の
不
思
議
さ
を
存
分
に
味
わ

え
る
公
演
が
３
月
７
日
、
戸
畑
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
。

　
人
形
浄
瑠
璃
『
文
楽
』
で
あ
る
。

　
昼
の
部
と
夜
の
部
、
そ
れ
ぞ
れ
演

目
が
異
な
っ
て
い
る
。
　

　
昼
の
部
は
、
想
い
人
と
添
え
ぬ
苦

し
み
の
た
め
に
涙
に
く
れ
す
ぎ
て
盲

目
に
な
り
、
琴
を
弾
き
な
が
ら
流
浪

す
る
こ
と
に
な
っ
た
武
家
の
娘
の
数

奇
な
運
命
を
描
い
た『
生し
ょ
う
う
つ
し
あ
さ
が
お

写
朝
顔

話ば
な
し』。

　
夜
の
部
は
、
文
楽
の
演
目
の
中
で

　
私
の
演
劇
体
験
の
根
っ
こ
に
は

「
人
形
遊
び
」
が
あ
る
よ
う
に
思

う
。
お
供
は
「
虹
の
ナ
ナ
ち
ゃ
ん
」

だ
っ
た
。
特
に
冬
場
は
、
人
形
と
共

に
炬こ
た
つ燵

の
中
に
も
ぐ
り
こ
み
、
オ
レ

ン
ジ
の
光
に
照
ら
さ
れ
た
別
世
界
の

中
で
延
々
と
一
人
台
詞
を
喋
り
な
が

ら
遊
ぶ
の
が
お
気
に
入
り
だ
っ
た
。

（
王
道
の
「
リ
カ
ち
ゃ
ん
」
で
な
い

と
こ
ろ
が
も
う
既
に
サ
ブ
カ
ル

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

『三毛猫ホームズの文楽夜噺』
表紙

『文楽』チラシ

人
形
浄
瑠
璃
『
文
楽
』

も
舞
踊
的
な
要
素
が
強
い
『
花は

な
く
ら
べ
し

競
四

季き
の
こ
と
ぶ
き

寿
』
と
、
源
義
経
に
敗
れ
た
木

曽
義
仲
の
妻
子
・
家
臣
た
ち
の
物
語

『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』。

　「
文
楽
」
と
は
、
現
在
で
は
人
形

浄
瑠
璃
と
イ
コ
ー
ル
で
あ
る
よ
う
な

表
現
を
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
も

と
も
と
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
植う
え
む
ら村

文ぶ
ん
ら
く
け
ん

楽
軒
が
「
文
楽
座
」
を
興
し
、
国

内
の
人
形
浄
瑠
璃
興
業
の
中
心
的
な

位
置
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
い
つ
し
か
、
こ
の
名
前
で
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
も
登

録
さ
れ
て
い
る
。

　
見
ど
こ
ろ
は
、
三さ
ん
ぎ
ょ
う業

と
呼
ば
れ

る
、
太
夫
、
三
味
線
、
人
形
遣
い
の

絶
妙
な
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
特
に
、
身
体
表
現
を

生
業
と
す
る
私
が
一
番
ど
き
ど
き
す

る
の
は
、
人
形
操
作
の
美
し
さ
で
あ

る
。
文
楽
の
人
形
は
３
人
で
操
作
さ

れ
る
。「
主
遣
い
」
は
左
手
で
首

を
、
右
手
で
人
形
の
右
手
を
操
作
。

「
左
遣
い
」
は
右
手
で
人
形
の
左
手

を
操
り
、「
足
遣
い
」
は
両
手
で
人

形
の
両
足
を
操
る
。
３
人
の
呼
吸
が

人
形
に
命
を
吹
き
込
む
。
こ
の
人
形

の
動
き
の
持
つ
繊
細
さ
や
緊
張
感
は

生
の
舞
台
で
な
い
と
味
わ
え
な
い
。

　
と
は
い
え
、
い
き
な
り
古
典
芸
能

は
ち
ょ
っ
と
敷
居
が
…
と
感
じ
ら
れ

る
方
に
お
勧
め
の
書
籍
が
あ
る
。
推

理
小
説
作
家
の
赤
川
次
郎
が
書
い
た

文
楽
の
入
門
書
だ
。
赤
川
次
郎
は
大

阪
府
が
文
楽
に
対
す
る
助
成
金
を
削

減
す
る
と
発
表
し
た
際
に
、
痛
烈
な

批
判
発
言
を
す
る
な
ど
、
大
の
文
楽

フ
ァ
ン
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
、『
三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
文

楽
夜
噺
』『
赤
川
次
郎
の
文
楽
入
門

―
人
形
は
口
ほ
ど
に
も
の
を
言
い
』

の
２
冊
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
単

な
る
説
明
書
で
は
な
く
、
文
楽
の
現

場
の
人
と
作
者
と
の
対
談
な
ど
も
収

録
さ
れ
て
い
て
、
読
み
物
と
し
て
も

非
常
に
面
白
い
。
特
に
『
文
楽
夜

噺
』
の
方
に
は
、
巻
末
に
短
編
小
説

も
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
三
毛
猫

ホ
ー
ム
ズ
」
フ
ァ
ン
の
方
に
も
是
非

一
読
を
お
す
す
め
し
た
い
本
で
あ
る
。

文
楽
は
元
々
庶
民
か
ら
愛
さ
れ
、
庶

民
か
ら
育
て
ら
れ
た
芸
能
だ
。
肩
の

力
を
抜
い
て
、
一
度
劇
場
に
足
を
お

運
び
い
た
だ
き
た
い
。
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●レセプション
　3月15日（土）　午後５時～午後７時
　CCA尾倉ギャラリー／ジムスタジオ

《2013年度受講生》
サラ・ベナグリア（イタリア）Sara Benaglia
マリリア・スパノウ（ギリシャ）Marilia Spanou
ユセフ・フ（台湾）Yussef Hu
川嶋　貫介（日本）Kansuke Kawashima 
山口　陽登（日本）Akito Yamaguchi

現代美術センター CCA北九州

CCA尾倉ギャラリー／ジムスタジオ

今年度の受講生

過去の修了制作展作品

力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
は
こ
の
よ
う
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
中
か
ら
、
こ
の
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
教
授
や
講
師
と
し
て
戻
っ

て
き
て
、
新
た
な
人
材
の
育
成
に
貢

献
し
て
く
れ
る
受
講
生（
修
了
生
）が

出
て
く
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
よ
り
一

層
充
実
し
た
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
今
回
の
オ
ー
プ
ン
・
ス
タ
ジ
オ（
修

了
制
作
展
）
で
は
海
外
３
人
、
国
内

２
人
の
合
計
５
人
の
受
講
生
が
そ
れ

ぞ
れ
の
制
作
ス
タ
ジ
オ
を
公
開
し
、

今
年
度
の
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
発

表
で
あ
る
と
同
時
に
、
受
講
生
が
来

場
者
と
の
交
流
を
通
し
て
研
究
・
制

作
の
視
野
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
貴

重
な
機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
来
場
者
と
受
講
生
と
が
作

提
供
さ
れ
、
各
々
の
関
心
に
基
づ
い

た
研
究
や
制
作
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
教
授
や
講
師
と
し
て
Ｃ
Ｃ
Ａ
北

九
州
に
滞
在
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
建
築
家
、
科
学
者

な
ど
、
様
々
な
分
野
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
人
々
と
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
個
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

通
じ
、
ア
ー
ト
へ
の
考
察
を
発
展
、

深
化
さ
せ
ま
す
。

　
修
了
生
の
中
に
は
国
内
は
も
と
よ

り
、
世
界
で
最
も
有
名
な
国
際
美
術

展
の
一
つ
「
ヴ
ェ
ニ
ス
・
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
」
に
出
品
す
る
な
ど
、
世
界
を
舞

台
に
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
多

く
誕
生
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
活
動

範
囲
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
Ｃ
Ｃ
Ａ

北
九
州
の
評
価
と
認
知
度
が
さ
ら
に

高
ま
り
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
北
九

州
市
の
創
造
的
な
都
市
と
し
て
の
魅

　
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー 

Ｃ
Ｃ
Ａ
北

九
州
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら

世
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
や
美
術
関
係
者
を
中
心
に

様
々
な
分
野
の
専
門
家
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
も
と
、
こ
こ
か
ら
現
代
美

術
の
新
し
い
発
想
・
発
見
を
生
み
出

し
て
い
く
世
界
的
な
拠
点
の
一
つ
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
特
に
毎
年
９
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
７
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
開
講
し

て
い
る
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
を
対
象
と

し
た
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
は
、
そ
の

重
要
な
柱
の
一
つ
を
占
め
る
も
の
で

す
。
受
講
生
に
は
個
別
ス
タ
ジ
オ
が

現代美術センター CCA北九州11
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【観覧料】無料
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093（663）1615

Information

山 田 彩 子研究員

CCA北九州リサーチ・プログラム 2013/2014
オープン・スタジオ

Ayako Yamada

品
を
通
し
た
対
話
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
市
民
が
現
代
美
術
を
よ
り
身
近

な
も
の
に
感
じ
る
き
っ
か
け
づ
く
り

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
世
界
に
向
け
て
羽
ば
た

い
て
い
く
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
の

交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
、
現
代
美
術

の
世
界
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
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